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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局によってサブフレーム指定情報を伝送する方法であって、前記サブフレーム指定
情報は、無線通信システムにおいて、ダウンリンクを介して一つ以上のユーザ機器に伝送
され、前記方法は、
　一つ以上の特定形式のサブフレームを含む少なくとも一つの無線ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）フレームを指定するための無線フレー
ム期間とオフセット値とを生成することと、
　前記無線フレーム期間と前記オフセット値とによって指定された前記少なくとも一つの
無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレームを指定するための前記サブフレーム
指定情報を生成することと、
　前記無線フレーム期間の値、前記オフセット値、および前記サブフレーム指定情報を含
むシステム情報を前記一つ以上のユーザ機器に伝送することと
　を含み、
　前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレームは、０番目～９番目のサブフレームを含み、
１０個のサブフレームの各々は２個のスロットを含み、前記２個のスロットの各々は、所
定の数のＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、
　前記サブフレーム指定情報は、ビットマップを有し、前記ビットマップの各ビットは、
前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の複数のサブフレームの中の所定の数のサブ
フレームの各々に対応し、前記ビットマップの各ビットは、前記所定の数のサブフレーム
の各々が前記特定形式のサブフレームであるか否かを示す、方法。
【請求項２】
　前記ビットマップは、一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレームを指
定するための６ビット情報を含み、
　前記６ビット情報の各ビットは、前記６ビット情報の最も左側のビットから、前記一つ
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の無線ＦＤＤフレーム内の１番目、２番目、３番目、６番目、７番目、および８番目のサ
ブフレームが、前記特定形式のサブフレームに指定されたか否かを示し、前記６ビット情
報の各ビットが１に設定された場合に、前記対応するサブフレームが前記特定形式のサブ
フレームに設定されたことを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記ビットマップは、連続した４個の無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレ
ームを指定するための２４ビット情報を含み、
　前記２４ビット情報の各ビットは、前記２４ビット情報の最も左側のビットから、前記
４個の連続した無線ＦＤＤフレームの最初の無線ＦＤＤフレームから始まる前記４個の連
続した無線ＦＤＤフレームのそれぞれの中の１番目、２番目、３番目、６番目、７番目、
および８番目のサブフレームが、前記特定形式のサブフレームに指定されたか否かを示し
、
　前記２４ビット情報の各ビットが１に設定された場合に、前記対応するサブフレームが
前記特定形式のサブフレームに設定されたことを示す、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記特定形式のサブフレームは、ＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）サブフレーム、リレーサブフレーム、ポジショニングサブフレーム、ＬＴＥ
－Ａ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）サブフレーム、お
よびＣＳＩ－ＲＳサブフレームからなる群より選択される少なくとも一つを含む、請求項
１に記載の方法。
【請求項５】
　基地局によってサブフレーム指定情報を伝送する方法であって、前記サブフレーム指定
情報は、無線通信システムにおいて、ダウンリンクを介して一つ以上のユーザ機器に伝送
され、前記方法は、
　少なくとも一つの無線フレームにおいて特定形式のサブフレームを指定するための前記
サブフレーム指定情報を生成することと、
　前記生成されたサブフレーム指定情報をユーザ機器に伝送することと
　を含み、
　前記無線フレームは、１０個のサブフレームを含み、前記１０個のサブフレームの各々
は、２個のスロットを含み、前記２個のスロットの各々は、所定の数のＯＦＤＭ（ｏｒｔ
ｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）
シンボルを含み、
　前記サブフレーム指定情報は、前記少なくとも一つの無線フレーム内の前記特定形式の
サブフレームの位置を表すパターン情報を含む、方法。
【請求項６】
　前記少なくとも一つの無線フレームは、無線ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓ
ｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）フレームであり、前記サブフレーム指定情報は、前記１０
個のサブフレームの０番目、４番目、５番目、および９番目のサブフレームを除く、前記
１０個のサブフレームの残りのサブフレームを、前記特定形式のサブフレームに設定する
ための前記パターン情報を含む、請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　前記特定形式のサブフレームは、ＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）サブフレーム、リレーサブフレーム、ポジショニングサブフレーム、ＬＴＥ
－Ａ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）サブフレーム、お
よびＣＳＩ－ＲＳサブフレームからなる群より選択される少なくとも一つを含む、請求項
５に記載の方法。
【請求項８】
　前記パターン情報は、ビットマップ情報である、請求項５に記載の方法。



(3) JP 2011-521509 A5 2012.6.28

【請求項９】
　前記ビットマップは、複数のサブフレームの各々にそれぞれ対応するビット情報を含み
、前記複数のサブフレームの各々は、前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記
特定形式のサブフレームの使用以外の他の所定の使用を有しない、請求項１に記載の方法
。
【請求項１０】
　前記ビットマップは、所定の数の無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレーム
を指定するための情報を含み、前記所定の数の無線ＦＤＤフレームは、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂ
ｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）動作期間を考慮して予め
決定される、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　サブフレーム指定情報を伝送するための基地局装置であって、前記サブフレーム指定情
報は、無線通信システムにおいて、ダウンリンクを介して一つ以上のユーザ機器に伝送さ
れ、前記基地局装置は、
　一つ以上の特定形式のサブフレームを含む少なくとも一つの無線ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）フレームを指定するための無線フレー
ム期間とオフセット値とを含むシステム情報を生成するための処理ユニットであって、前
記サブフレーム指定情報は、前記無線フレーム期間と前記オフセット値とによって指定さ
れる前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレームを指定す
るためのものである、処理ユニットと、
　前記処理ユニットに電気的に接続されたＲＦ（無線周波数）ユニットであって、前記処
理ユニットによって生成された前記システム情報を前記一つ以上のユーザ機器に伝送する
ためのＲＦユニットと
　を備え、
　前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレームは、０番目～９番目のサブフレームを含み、
１０個のサブフレームの各々は２個のスロットを含み、前記２個のスロットの各々は、所
定の数のＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、
　前記サブフレーム指定情報は、ビットマップを有し、前記ビットマップの各ビットは、
前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の複数のサブフレームの中の所定の数のサブ
フレームの各々に対応し、前記ビットマップの各ビットは、前記所定の数のサブフレーム
の各々が前記特定形式のサブフレームであるか否かを示す、基地局装置。
【請求項１２】
　前記ビットマップは、一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレームを指
定するための６ビット情報を含み、
　前記６ビット情報の各ビットは、前記６ビット情報の最も左側のビットから、前記一つ
の無線ＦＤＤフレーム内の１番目、２番目、３番目、６番目、７番目、および８番目のサ
ブフレームが、前記特定形式のサブフレームに指定されたか否かを示し、前記６ビット情
報の各ビットが１に設定された場合に、前記対応するサブフレームが前記特定形式のサブ
フレームに設定されたことを示す、請求項１１に記載の基地局装置。
【請求項１３】
　前記ビットマップは、連続した４個の無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレ
ームを指定するための２４ビット情報を含み、
　前記２４ビット情報の各ビットは、前記２４ビット情報の最も左側のビットから、前記
４個の連続した無線ＦＤＤフレームの最初の無線ＦＤＤフレームから始まる前記４個の連
続した無線ＦＤＤフレームのそれぞれの中の１番目、２番目、３番目、６番目、７番目、
および８番目のサブフレームが、前記特定形式のサブフレームに指定されたか否かを示し
、
　前記２４ビット情報の各ビットが１に設定された場合に、前記対応するサブフレームが
前記特定形式のサブフレームに設定されたことを示す、請求項１１に記載の基地局装置。
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【請求項１４】
　前記特定形式のサブフレームは、ＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）サブフレーム、リレーサブフレーム、ポジショニングサブフレーム、ＬＴＥ
－Ａ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）サブフレーム、お
よびＣＳＩ－ＲＳサブフレームからなる群より選択される少なくとも一つを含む、請求項
１１に記載の基地局装置。
【請求項１５】
　前記ビットマップは、複数のサブフレームの各々にそれぞれ対応するビット情報を含み
、前記複数のサブフレームの各々は、前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記
特定形式のサブフレームの使用以外の他の所定の使用を有しない、請求項１１に記載の基
地局装置。
【請求項１６】
　前記ビットマップは、所定の数の無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレーム
を指定するための情報を含み、前記所定の数の無線ＦＤＤフレームは、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂ
ｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）動作期間を考慮して予め
決定される、請求項１１に記載の基地局装置。
【請求項１７】
　ユーザ機器によってサブフレーム指定情報を受信する方法であって、前記サブフレーム
指定情報は、無線通信システムにおいて、ダウンリンクを介して基地局から受信され、前
記方法は、
　一つ以上の特定形式のサブフレームを含む少なくとも一つの無線ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）フレームを指定するための無線フレー
ム期間とオフセット値とを含むシステム情報を受信することであって、前記サブフレーム
指定情報は、前記無線フレーム期間と前記オフセット値とによって指定される前記少なく
とも一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレームを指定するためのもので
ある、ことと、
　前記システム情報を用いて前記特定形式のサブフレームの情報を取得することと
　を含み、
　前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレームは、０番目～９番目のサブフレームを含み、
１０個のサブフレームの各々は２個のスロットを含み、前記２個のスロットの各々は、所
定の数のＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、
　前記サブフレーム指定情報は、ビットマップを有し、前記ビットマップの各ビットは、
前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の複数のサブフレームの中の所定の数のサブ
フレームの各々に対応し、前記ビットマップの各ビットは、前記所定の数のサブフレーム
の各々が前記特定形式のサブフレームであるか否かを示す、方法。
【請求項１８】
　前記ビットマップは、一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレームを指
定するための６ビット情報を含み、
　前記６ビット情報の各ビットは、前記６ビット情報の最も左側のビットから、前記一つ
の無線ＦＤＤフレーム内の１番目、２番目、３番目、６番目、７番目、および８番目のサ
ブフレームが、前記特定形式のサブフレームに指定されたか否かを示し、前記６ビット情
報の各ビットが１に設定された場合に、前記対応するサブフレームが前記特定形式のサブ
フレームに設定されたことを示す、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ビットマップは、連続した４個の無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレ
ームを指定するための２４ビット情報を含み、
　前記２４ビット情報の各ビットは、前記２４ビット情報の最も左側のビットから、前記
４個の連続した無線ＦＤＤフレームの最初の無線ＦＤＤフレームから始まる前記４個の連
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続した無線ＦＤＤフレームのそれぞれの中の１番目、２番目、３番目、６番目、７番目、
および８番目のサブフレームが、前記特定形式のサブフレームに指定されたか否かを示し
、
　前記２４ビット情報の各ビットが１に設定された場合に、前記対応するサブフレームが
前記特定形式のサブフレームに設定されたことを示す、請求項１７に記載の方法。
【請求項２０】
　前記特定形式のサブフレームは、ＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）サブフレーム、リレーサブフレーム、ポジショニングサブフレーム、ＬＴＥ
－Ａ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）サブフレーム、お
よびＣＳＩ－ＲＳサブフレームからなる群より選択される少なくとも一つを含む、請求項
１７に記載の方法。
【請求項２１】
　前記ビットマップは、複数のサブフレームの各々にそれぞれ対応するビット情報を含み
、前記複数のサブフレームの各々は、前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記
特定形式のサブフレームの使用以外の他の所定の使用を有しない、請求項１７に記載の方
法。
【請求項２２】
　前記ビットマップは、所定の数の無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレーム
を指定するための情報を含み、前記所定の数の無線ＦＤＤフレームは、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂ
ｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）動作期間を考慮して予め
決定される、請求項１７に記載の方法。
【請求項２３】
　サブフレーム指定情報を受信するためのユーザ機器であって、前記サブフレーム指定情
報は、無線通信システムにおいて、ダウンリンクを介して基地局から受信され、前記ユー
ザ機器は、
　一つ以上の特定形式のサブフレームを含む少なくとも一つの無線ＦＤＤ（ｆｒｅｑｕｅ
ｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）フレームを指定するための無線フレー
ム期間とオフセット値とを含むシステム情報を受信するためのＲＦ（無線周波数）ユニッ
トであって、前記サブフレーム指定情報は、前記無線フレーム期間と前記オフセット値と
によって指定される前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフ
レームを指定するためのものである、ＲＦユニットと、
　前記ＲＦユニットに電気的に接続された処理ユニットであって、前記システム情報を用
いて前記特定形式のサブフレームの情報を取得するための処理ユニットと
　を備え、
　前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレームは、０番目～９番目のサブフレームを含み、
１０個のサブフレームの各々は２個のスロットを含み、前記２個のスロットの各々は、所
定の数のＯＦＤＭ（ｏｒｔｈｏｇｏｎａｌ　ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍ
ｕｌｔｉｐｌｅｘｉｎｇ）シンボルを含み、
　前記サブフレーム指定情報は、ビットマップを有し、前記ビットマップの各ビットは、
前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の複数のサブフレームの中の所定の数のサブ
フレームの各々に対応し、前記ビットマップの各ビットは、前記所定の数のサブフレーム
の各々が前記特定形式のサブフレームであるか否かを示す、ユーザ機器。
【請求項２４】
　前記ビットマップは、一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレームを指
定するための６ビット情報を含み、
　前記６ビット情報の各ビットは、前記６ビット情報の最も左側のビットから、前記一つ
の無線ＦＤＤフレーム内の１番目、２番目、３番目、６番目、７番目、および８番目のサ
ブフレームが、前記特定形式のサブフレームに指定されたか否かを示し、前記６ビット情
報の各ビットが１に設定された場合に、前記対応するサブフレームが前記特定形式のサブ
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フレームに設定されたことを示す、請求項２３に記載のユーザ機器。
【請求項２５】
　前記ビットマップは、連続した４個の無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレ
ームを指定するための２４ビット情報を含み、
　前記２４ビット情報の各ビットは、前記２４ビット情報の最も左側のビットから、前記
４個の連続した無線ＦＤＤフレームの最初の無線ＦＤＤフレームから始まる前記４個の連
続した無線ＦＤＤフレームのそれぞれの中の１番目、２番目、３番目、６番目、７番目、
および８番目のサブフレームが、前記特定形式のサブフレームに指定されたか否かを示し
、
　前記２４ビット情報の各ビットが１に設定された場合に、前記対応するサブフレームが
前記特定形式のサブフレームに設定されたことを示す、請求項２３に記載のユーザ機器。
【請求項２６】
　前記特定形式のサブフレームは、ＭＢＳＦＮ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａ
ｓｔ　ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｓｉｎｇｌｅ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｅ
ｔｗｏｒｋ）サブフレーム、リレーサブフレーム、ポジショニングサブフレーム、ＬＴＥ
－Ａ（Ｌｏｎｇ　Ｔｅｒｍ　Ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ－Ａｄｖａｎｃｅｄ）サブフレーム、お
よびＣＳＩ－ＲＳサブフレームからなる群より選択される少なくとも一つを含む、請求項
２３に記載のユーザ機器。
【請求項２７】
　前記ビットマップは、複数のサブフレームの各々にそれぞれ対応するビット情報を含み
、前記複数のサブフレームの各々は、前記少なくとも一つの無線ＦＤＤフレーム内の前記
特定形式のサブフレームの使用以外の他の所定の使用を有しない、請求項２３に記載のユ
ーザ機器。
【請求項２８】
　前記ビットマップは、所定の数の無線ＦＤＤフレーム内の前記特定形式のサブフレーム
を指定するための情報を含み、前記所定の数の無線ＦＤＤフレームは、ＨＡＲＱ（Ｈｙｂ
ｒｉｄ　Ａｕｔｏｍａｔｉｃ　Ｒｅｐｅａｔ　Ｒｅｑｕｅｓｔ）動作期間を考慮して予め
決定される、請求項２３に記載のユーザ機器。
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